
過去事例の引用

防災気象情報の伝え方の改善策と推進すべき取組（２）

令和2年8月7日



2

説明の流れ

背景
気象庁 「住民向けアンケート調査」

課題

改善策
① 記者会見資料の改善
② 記者会見から地域の情報へ誘導、地域の解説強化

まとめ
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背景 －気象庁 「住民向けアンケート調査」－
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令和元年東日本台風で気象庁が用いた「狩野川台風に匹敵す
る記録的な大雨」という表現についてどのように感じましたか？

危機感が高まった
やや危機感が高まった
あまり危機感は高まらなかった
危機感は高まらなかった
そのような表現をしたことを知らなかった

約２割の住民が「危機感は高まらな
かった」、「あまり危機感は高まらなかっ
た」と回答。

「危機感が高まった」「やや危機
感が高まった」と約7割の住民が
回答

※「台風第19号等を受けたアンケート調査（Web）」結果より集計（回答数は2100）
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課題

台風第19号（令和元年東日本台風）の際に、
「狩野川台風」を引用して記録的な大雨への警戒を
呼びかけたが、強い危機感が伝わっていない地域もあった。
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改善策① ー記者会見資料ー

実際の記者会見資料 改善後の記者会見資料案
伊豆に加えて関東地方でも土砂災害が多発し、河川の
氾濫が相次いだ、昭和33年の狩野川（かのがわ）台風
に匹敵する記録的な大雨となるおそれもあります。

昭和33年の狩野川（かのがわ）台風に匹敵する記録的な大雨と
なるおそれもあります。関東甲信地方、東北地方を中心に、大雨災
害発生の危険度が高まる見込みです。

特定の地域のみで災害が起こるかのような印象を与えないよう、災害危険度が高ま
る地域を示す等、地域に応じた詳細かつ分かりやすい解説を併せて実施。

引用した災害と
全く同じ状況には
ならないことを
併せて解説
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改善策② －記者会見から地域の情報へ誘導、地域の解説強化－
過去事例を引用した本庁記者会見等の中で、住民等が地元に特化した
情報を取得するよう呼びかけるとともに、住民等により危機感が伝わるよう
地元気象台等における地域に応じた詳細かつ分かりやすい解説を強化。

気象台等は地域に密着した情報発信を強化

気象庁本庁は記者会見等を通じて
報道のきっかけを提供

関係機関と連携して地域に密着した情報発信を強化

東京

平成３０年 台風第２４号に関する愛媛県気象情報 第９号
平成３０年９月３０日１８時４０分 松山地方気象台発表
（見出し）
西条市と東温市を中心に、過去の重大な土砂災害発生時に匹敵する極めて危険な状況となっています。土砂災
害警戒区域等の外の少しでも安全な場所に移るなど、躊躇なく適切な防災行動をとってください。

松山
（地方気象台発表の

気象情報）

全国を対象とした本庁記者会見等から
地元気象台等が発信する地域に応じた
詳細かつ分かりやすい解説に誘導

高松

（地方整備局・気象台の
合同記者会見）
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まとめ

• 気象庁では過去事例を用いて災害への備えを呼びかけているが、
強い危機感が伝わっていない地域もあった。

課題

より多くの方が、気象庁が発表する気象情報を「我が事感」
を持って有効に活用してもらえることを期待。

改善策
• 本庁が行う記者会見において、特定の地域のみで災害が起こるかのような

印象を与えないよう解説を実施するとともに、地元に特化した情報を取得
するよう呼びかけ。

• 地元気象台等においても、地域に応じた詳細かつ分かりやすい解説を強化。

（今出水期より開始）


